
詳細は町田市
ホームページを
ご覧ください

　

今
回
、
新
た
に
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ

た
ガ
ラ
ス
乾
板
に
は
、
１
９
２
３（
大
正
12
）

年
９
月
１
日
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
以
前

の
風
景
が
数
多
く
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

①
は
、
現
在
の
小
野
路
宿
里
山
交
流
館
に

あ
っ
た
細
野
家（
角
屋
）の
外
観
で
す
。
細
野

家
の
外
観
は
、
２
０
１
３
年
12
月
21
日
号
で

ご
紹
介
し
た
銅
版
画
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
絵
と
ほ
ぼ
同
じ
姿
が
写
し
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

②
は
、
細
野
家
の
隣
に
あ
る
小
野
神
社
の

拝
殿
で
、
七
五
三
の
お
参
り
で
し
ょ
う
か
。

震
災
で
傷
ん
だ
拝
殿
は
、
１
９
２
８
（
昭
和

３
）年
に
再
建
さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

ガ
ラ
ス
乾
板
は
、
当
時
の
地
域
社
会
と
そ

こ
で
生
活
す
る
人
々
の
様
子
を
、
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
は
木
曽
中
学
校
新
設
に
伴
い
、

１
９
８
１
年
～
１
９
８
２
年
に
発
掘
さ
れ
ま

し
た
。
校
舎
と
体
育
館
予
定
地
を
中
心
に

５
１
４
０
㎡
が
調
査
さ
れ
、
縄
文
時
代
（
竪

穴
住
居
３
軒
）と
平
安
時
代（
同
５
軒
）の
ム

ラ
の
跡
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　

縄
文
時
代
の
竪
穴
住
居
は
そ
の
後
、
市
内

最
大
の
縄
文
中
期
集
落
、
忠
生
遺
跡
Ａ
地
区

（
竪
穴
住
居
１
７
６
軒
）
の
一
角
に
当
た
り
、

約
６
０
０
年
継
続
し
た
集
落
の
初
期
の
姿
を

示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

３
号
竪
穴
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
ク
ル
ミ
の

実
を
縦
割
り
に
し
た
形
状
の
土
器
は
、
発
掘

さ
れ
て
か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し
た
今
で
も
、

全
国
的
に
も
極
め
て
稀
な
造
形
で
、
こ
の
遺

跡
を
有
名
に
し
ま
し
た
。

まちだ市民大学ＨＡＴＳで学ぼう！
～町田のこと、深掘りしてみませんか～

この広報紙は、136,850部作成し、1部あたりの単価は4円です。（職員人件費を含みます。）

連 載

問い合わせ 町田市民文学館  ☎739・3420

連 載

会
　
　
期
４
月
11
日
（
土
）
～
５
月
31
日

（
日
）

開
館
時
間
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

休
館
日
月
曜
日
（
５
月
４
日
は
開
館
、

５
月
７
日
は
休
館
）

　

本
年
１
月
、
新
た
に
町
田
市
指
定
有
形

文
化
財
と
な
っ
た
①
ク
ル
ミ
形
土
器
（
縄

文
中
期
、
約
４
８
０
０
年
前
）、
②
細
野

家
所
蔵
ガ
ラ
ス
乾
板
１
５
１
点
の
２
件
を
、

公
開
・
展
示
し
ま
す
。

　

展
示
室
１
で
は
、
ク
ル
ミ
形
土
器
が
出

土
し
た
木
曽
中
学
校
遺
跡
に
つ
い
て
出
土

品
を
中
心
に
紹
介
し
、
展
示
室
２
で
は
、

乾
板
に
記
録
さ
れ
た
選
り
す
ぐ
り
の
写
真

を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

＊
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
詳
細
は
『
広
報

ま
ち
だ
』、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
知
っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、
町
田
の

自
然
や
歴
史
、
福
祉
な
ど
を
学
習
す

る
市
民
大
学
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。「
引
っ
越
し
て
き
た
け
れ
ど
、

駅
と
家
の
周
り
し
か
知
ら
な
く
て

…
」と
い
う
方
に
も
大
変
好
評
で
す
。

夜
間
や
土
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
仕
事
帰
り
に
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

町
田
市
歴
史
の
一
コ
マ

遺
跡
が
語
る
土
地
の
記
憶

木
曽
中
学
校
遺
跡 

（
縄
文
と
平
安
時
代
の
集
落
跡
）

①細野家外観

②小野神社

①クルミ形土器は全国でも
3点しか確認されていない

②大正から昭和10年代の小野
路やその周辺の様子を伝える

▼

ク
ル
ミ
形
土
器

　【
復
元
後
】　

▲

ク
ル
ミ
形
土
器

　【
発
掘
時
】

問い合わせ：自由民権資料館  ☎734・4508 問い合わせ：生涯学習センター  ☎728・0071

ガ
ラ
ス
乾
板
が
語
る
関
東
大
震
災
前
の
風
景

　昭和20年代後半から40年代前半にかけて、30曲を超えるヒット曲を作詞し、日本歌謡史にその名を残した
宮川哲夫（1922～ 1974）。この間に発表された代表曲には、都市の片隅に暮らす人々の悲哀を歌った「街のサ
ンドイッチマン」（鶴田浩二）や「ガード下の靴みがき」（宮城まり子）、あるいは都市への憧れを歌った「羽田発7
時50分」（フランク永井）、日本独自のリズムに歌詞をのせた「東京ドドンパ娘」（渡辺まり）、若者の青春を歌っ
た「美しい十代」（三田明）などがあります。
　本展は、彼が遺した数々のヒット曲を通して、作詞家・宮川哲夫の作品の魅力に迫る初の本格的な展覧会です。
「歌は世につれ世は歌につれ」、時代を色濃く映し出す昭和歌謡の魅力を、是非ご堪能ください。

■展覧会会期　4月18日土 〜 6月28日日
■開 館 時 間　午前10：00 〜午後5：00
■休 館 日　毎週月曜日（5/4を除く）・毎月第２木曜日
■入 場 料　無料

展覧会会期中、関連イベントを
多数開催します。詳しくは展覧
会チラシまたは町田市ホームペ
ージをご覧ください。

町田市民文学館ことばらんど　2015年度春の展覧会

オールヒット！ 宮川哲夫「昭和の街角を歌で綴る 展」

下の連載でも
新指定の文化財を
ご紹介しています！

自
由
民
権
資
料
館
企
画
展

町
田
市
指
定
有
形
文
化
財  

新
指
定
記
念
展

無料
入館

● まちだdeエコ・ツアー【全11回】
● 多摩丘陵の自然入門 【全13回】
●“こころ”と“からだ”の健康学 【全7回】
● まちだ市民法学 【全9回】
● まちだの福祉 【全7回】
● 町田の郷土史Ⅰ【全12回】
● 現代人間科学講座 【全11回】
● 陶芸入門講座 【全9回】
● 陶芸電動ロクロ体験講座 【全5回】

現在、町田市イベントダイヤル
☎724・5656で受付中！

エコ・ツアーで田植え体験

町田の郷土史で史跡を見学

（4）2015.  3. 21


